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平成26年7月18日（金）13:00～16:50

　昨年度より本セミナーも多数の方がご参加して頂けるよう、年2回午後開催としております。
　今回18回目を迎え、日本の包装技術の原点に立ち返り、そこから『差別化と更なる優位性』を目指し、グローバルな視点から
品質技術の革新、融合に繋げて頂ければと考えております。
　どうぞ本セミナーに数多くの関係各位のご参加お待ちしております。

2000年以降スキンケア容器は、細口容器はPET、広口容器はPPが台頭し、ガラスの消費が年々少なくなってい
る。容器色調も中味保護を目的に透明から半透明や不透明容器の採用が増えている。
また、ユニバーサルを意識し、中味が取り出しやすいポンプの採用や、環境対応としてレフィルにスタンディングパ
ウチを採用したブランドも増加傾向にある。
今回、スキンケア容器全般について、過去の経緯なども踏まえ基本的な設計の留意点を解説する。
①スキンケア容器（細口・広口）
②ポンプ

『スキンケア容器（細口・広口）及びポンプ設計の留意点』

現代の容器設計において、ユニバーサル視点・アクセシブルデザイン視点は欠くことが出来ない。こうした設計の
技術的基盤となるのが「人間工学」である。本講演では、ライオン㈱における人間工学技術を用いた容器開発の現
状を、以下の項目に整理してご紹介したいと思う。
●ライオン㈱における生活者に配慮した容器事例
●「持ちやすさ」に挑む
●ヒトの知るために

『ＣＡＤを活用した人間工学的視点の容器設計』

エアゾール製品は、世界中で約140億本（日本は約5億本）製造されています。
ガスの圧力で霧状や泡状にできるため（エネルギーを内蔵している缶詰）、密封性に優れ、必要な時に必要な量を
使用することができます。これらエアゾール製品の構造や特徴に加え、安全な使用方法及び廃棄方法を解説しま
す。また、全世界を見渡した場合、成長産業にあるエアゾール製品の利便性を生かした商品をさらに開拓するべく、
皆様の理解をより深めていただければ幸いです。

『エアゾール製品の構造、使用上の注意事項等
　　　　　　　　　及びエアゾール製品の特徴を生かした商品開発』
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日　時：平成26年7月18日（金）　13:00 ～ 16:50
会　場：「スペースFS汐留」　
　　　  東京都港区東新橋1-1-16　汐留FSビル3F
参加費：会員14,040円（消費税・テキスト代含む）
　　　  ＊同時に3名以上でお申込みの場合には、
　　　　  割引価格として1名11,880円（消費税・テキスト代含む）
　　　  一般19,440円（消費税・テキスト代含む）
定　員：120名

■本紙申込書に必要事項を全てご記入の上、FAXにてお申込み下さい。
　協会ホームページからもお申込できます。
　＊協会ホームページ：http://www.jpi.or.jpにてホームページを検索し、各
　　種・催事から「第18回化粧品包装セミナー」を開いて下さい。ページ
　　末の申込みフォームに必要事項をご記入して送信下さい。
■申込みされた方には、後日参加証と請求書をお送りします。
■当日、ご都合が悪くなった場合、代理の方の出席は差し支えありません。
　（受付にて名刺をご提出いただきます）

公益社団法人日本包装技術協会　化粧品包装セミナー係　担当：竹内
〒104-0045　東京都中央区築地4-1-1　東劇ビル10F
TEL.03-3543-1189  FAX.03-3543-8970   e-mail:takeuchi@jpi.or.jp

1．個人情報は「第18回化粧品包装セミナー」の事業実施に関わる資料等の作成、並びに当会が主催・実施する各事業におけるサービスの提供や事業のご案
内のために利用させていただきます。

2．参加申込みによりご提供いただいた個人情報は、法令に基づく場合などを除き、個人情報を第三者に開示・提供することはありません。
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